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平成２６年度  研 究 推 進 計 画 

（昭和北）中学校区 校番（２４）（昭和西）小学校 

                               校長名  尼子 敏久                 

１ 研究主題，研究内容・方法等について 

 

 

 

 

 

  ■１ 研究主題 

   

■２ 主題設定の理由 

  （１）児童の実態 

平成２５年度 全国学力・学習状況調査の結果（６年生実施） 

算数Ａ 平均正答率７３．５％（全国平均７７．２％）→全国平均との差 －３．７ポイント 

    →領域別では，数と計算以外のすべての領域において全国の平均正答率を下回った。 

算数Ｂ 平均正答率５５．５％（全国平均５８．４％）→全国平均との差 －２．２ポイント 

    →与えられた条件をもとに判断したり理由や求め方を記述したりする数学的な考え方

に課題がある。 

平成２５年度 「基礎・基本」定着状況調査の結果（５年生実施）  

算数科 平均通過率７２．９％（県平均 ７０．１％）→県平均との差 ＋２．８ポイント 

 

算数科 全児童通過率の割合 

通過率 ３０％未満 ３０％以上 

６０％未満 

６０％以上 

８０％未満 

８０％以上 

本校平均

（％） 

０ ２４．４ ４０．２ ３５．４ 

昨年度平均

（％） 

２．２ ２９．０ ２２．６ ４６．２ 

広島県平均

（％） 

３．５ ２４．３ ３９．４ ３２．８ 

    →通過率が３０％未満の児童がいなかった。通過率の高い児童が増え，全体の平均通過率が

広島県平均を上回った。 

 

学校教育目標     ゆたかな心 （ほめる） 

～しあわせづくり～ 

確かな学力を身に付ける児童の育成 

～学力調査の結果分析を生かし，思考力・表現力を育成する算数科の授業改善を通して～ 



平成２６年１月児童アンケートの結果（全学年実施） 

  ○「算数の勉強は好きですか。」の項目の肯定的評価の割合 

 １・２年生 ３・４年生 ５・６年生 全体 

平成２５年度

（平成２６年 

 １月実施）                  

 

８３．５％ 

 

７６．２％ 

 

５６．８％ 

 

７２．２％ 

平成２４年度 

（平成２５年 

 ３月実施） 

 

８４．５％ 

 

７５．３％ 

 

６０．２％ 

 

７３．２％ 

前年度との差 

 

－ １．０ ＋ ０．９ － ３．４％ － １．０％ 

  ＜参考＞ 

平成２５年度 全国学力・学習状況調査（６年生）   全国平均 ６６．２％ 

平成２５年度 「基礎・基本」定着状況調査（５年生） 県平均  ６８．８％ 

 

（２）本校の課題 

・児童に確かな学力が身に付きつつあるが，全国や広島県のレベルに十分に到達している

とは言えない。 

   ・算数科に対する肯定的評価をする児童が全体的に昨年度より若干低くなっている。また

高学年において，全国平均や県平均を下回っている。 

    

■３ 研究仮説 

 

 

 

 

■４ 研究内容 

    （１）基礎・基本の定着 

①のびっこタイムの充実 
      ②西風タイムにおける習熟度別学習の活用 

③西小計算検定の実施 

④家庭学習の内容の充実（個に応じた課題） 

 

（２）算数科の時間における授業改善 

      ①学力調査の結果分析を授業に活用 

②西小学びのサイクル・西小学習パターンに沿った授業展開の工夫 

      ③ノート指導の定着→ノートコンクールの実施 

      ④言語活動の充実→学習指導案の中に位置付け 

   

  

算数科において，スパイラル学習を通して基礎・基本の定着を図ったり，学力調査（全国学力・

学習状況調査と「基礎・基本」定着状況調査）の結果分析を生かし思考力・表現力を育成する

授業改善を行ったりすれば，児童に確かな学力を身に付けることができるであろう。 



■５ 検証の指標 

（１） 児童アンケートによる算数科に対する肯定的評価の児童 

  （低学年 ８０％以上  中学年 ７５％以上  高学年 ７０％以上） 

 

(２） 学期末評価テストによる正答率 

     （低学年 ８０点以上の児童が全児童の９０％以上 

高学年 ７０点以上の児童が全児童の９０％以上） 

    

（３） 学力調査の正答率・通過率 

     （「基礎・基本」定着状況調査 算数科平均通過率 ・・・広島県の平均通過率以上 

全国学力・学習状況調査 算数Ａ平均正答率  ・・・全国の平均正答率以上） 

        

   （４）児童のノートやワークシートの記述内容・発表内容 

     （授業における評価規準） 

  

 

２ 検証計画 

１

学

期 

○ 児童の意識調査 

 

○ 全国学力・学習状況調査 

 （第６学年） 

 

○「基礎・基本」定着状況調査

（第５学年） 

 

○ 授業研究 

 

○ 評価テスト 

・ 児童アンケートによる肯定的評価の割合 

 

・ 算数科Ａの平均正答率 

 

 

・ 算数科の平均通過率 

 

 

・ 児童の記述内容や発表内容の分析 

 

・ 学期末テストの正答率 

２

学

期 

○ 授業研究 

 

○ 評価テスト 

・ 児童の記述内容や発表内容の分析 

 

・ 学期末テストの正答率 

３

学

期 

○ 授業研究 

 

○ 評価テスト 

 

○ 児童の意識調査 

・ 児童の記述内容や発表内容の分析 

 

・ 学年末テストの正答率 

 

・ 児童アンケートによる肯定的評価の割合 

  

 

 

 



※ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確かな学力 

じっくり考えさせる 

※思考力・・・見通しを持ち，根拠を明らか

にし，筋道を立てて考える力 

 

・ノート指導の充実（西小ノートコンクール） 

・ワークシートの工夫 

・個に応じたヒントカードの活用 

はっきり表現させる 

※表現力・・・具体物を使ったり，言葉や数，

式，図，グラフなどを用いたり

して，自分の考えを表現したり

友達に説明したりする力 

・話し方・聞き方ステップアップ表の深化 

・ペアトークの活用 

 

基礎・基本の定着 

＜繰り返し学習の充実＞ 

・のびっこタイムの充実 

・西小タイムの効果的な

活用 

＜西小計算検定＞ 

・百マス計算によ

る計算力のレベ

ルアップ 

＜家庭学習の習慣化＞ 

・学年に応じた内容の

充実 

・個に応じた課題 

＜研究主題＞ 

確かな学力を身に付ける児童の育成 

～学力調査の結果分析を生かし，思考力・表現力を育成する算数科の授業改善を通して～ 

相乗効果 

算数科の授業改善 

西小学びのサイクル 

意欲を高める授業づくり 

・学力テストの結果分析の活用 

・西小学習パターンの徹底 

（出合う→考える→深める→振り返る） 

・分かる喜び・学ぶ楽しさを味わわせる学習展開

の工夫 

・○付け法などによる児童への肯定的評価の充実 



３ 校内研修計画 

月 全体研修 ブロック研修 推進委員会 その他 

４ ○研修推進計画 

（方向性の確認など） 

 ○研究推進計画の立案 

 

○全国学力・学習状

況調査（第６学年） 

○体育実技研修 

５ ○理論研修 

 講師：未定 

 

 

○たんぽぽ学級事前研

修 

○児童アンケート 

６ ○サテライト研修 

（６月３日） 

講師：未定 

○授業研究 

（たんぽぽ学級） 

講師：未定 

 

○授業研究 

（高学年ブロック） 

○理論研修を受けて 

○全体研修の事前研修 

○指導案の形式につい

て 

○「基礎・基本」定

着状況調査 

（第５学年） 

７ ○授業研究 

（中学年ブロック） 

講師：未定 

○授業研究 

（中学年ブロック） 

○１学期の研究のふり

かえり 

○夏期休業中の研修に

ついて 

○学期末テスト 

８ ○研修報告  

 

○２学期の予定につい

て 

 

９  ○授業研究 

（低学年ブロック） 

○全体研修の事前研修 

   

 

１０ ○授業研究 

（低学年ブロック） 

 講師：未定 

 ○全国学力調査及び基

礎・基本定着状況調

査について 

 

１１  

 

  ○小中合同研修会 

１２   ○全体研修の事前研修 

○２学期の研究のふり

かえり 

○学期末テスト 

１ ○授業研究 

（高学年ブロック） 

講師：未定 

 ○本年度の研究の反省 

○研究のまとめについ

て 

○児童アンケート 

２ ○研修のまとめ作成 

○研修報告 

 ○次年度の研究の方向

について 

○図工研修 

３   ○次年度の計画につい

ての確認 

○児童アンケート 

 （次年度に向けて） 

○学年末テスト 

※ 研究の進め方 

     ・ 授業のねらいと研究主題との関連を明らかにする。 

   ・ 教材分析により授業の中での工夫や手だてを明らかにする。 

   ・ 研究主題に迫るための検証方法と目標を明確にする。 

・ 授業の評価方法を明確にする。 

   ・ 協議の柱を明確にする。 

   ・ 協議会の内容を今後の授業でどう生かせるか確認し，記録に残す。 

    



※ 研究組織 

工夫・改善を次の２つの研修部により研修を進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究公開の予定について 

公開予定日 平成２７年 ２月１５日（日） 

タイプ 報告型 

公開範囲 地域・保護者 

公開内容 算数科の授業  

  

確かな学力を身に付ける児童の育成 

～学力調査の結果分析を生かし，思考力・表現力を育成する算数科の授業改善を通して～ 

 

校長・教頭 

推進委員会 

全体協議会 

○ 全体授業研究（事前研修・授業・研究協議会） 

○ 模擬授業 

○ 理論研修 

 
前期Ａブロック 

（低学年） 

西村 中吉 藤平 

神垣 宮田 

前期Ｂブロック 

（中学年） 

本田 馬上 倉田 

大田 古谷 

中期ブロック 

（高学年） 

峠岡 米井 

 清水 金尾 中村 

○学習環境部 
① 西小計算検定の計画・実施 

 →計算力の向上 

② 西風タイム・のびっこタイムの充実 

 →計画的・組織的取組 

③ 児童アンケート・評価テストの結果分析 

 →指導に生かす 

 

☆中吉 ☆佛﨑  

藤平 宮田 本田 倉田 大田 米井  

清水 山形  

○授業改善部 
① 学力調査の結果分析 

 →授業改善に生かす 

② 算数科学習指導案の検討 

 →研究テーマに沿った授業展開 

③ 西小ノートコンクールの計画・実施 

 →校内掲示の充実 

 

☆神垣 ☆中村 

  西村 馬上 古谷 峠岡 金尾 増野 

西田 

 

教務部（教育課程） 

特別支援 

ブロック 

佛﨑 増野 

西田 山形 


